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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

農村整備課
担当名: 水利調整・水利施設管理担当

内線: 4342 (単位：千円)
会計

P124 見沼代用水開削３００周年記念事業 一般会
計

農林水
産業費

農地費
項

土地改良費 土地改良事業運営等指導促進費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 8年度～ 根 拠
法 令

なし

款

針路 12
令和 9年度 分野施策 1201

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

2
2-4

　令和元年に世界かんがい施設遺産に登録された見沼代
用水は、令和9年に開削開始から300年が経過する。
見沼代用水が持つ食料生産に果たす役割や重要性、歴史
的・技術的価値を県民共有の財産として理解を深め、30
0周年記念の機運醸成を図るため、広報啓発活動の充
実を図る。

　見沼代用水開削300周年記念事業　 　9,900千円

（１）事業内容
　　　見沼代用水開削300周年記念イベントの開催及び広報啓発活動を行う。
　　ア　広報啓発費　 9,700千円
　　イ　県事務費　　　 200千円

（２）事業計画
　　ア　広報啓発費　 9,700千円
　　　　300周年記念イベントの開催 1件、県・市町村の産業祭等への参加　10件
　　　　ポスター、チラシの配布　2,500部、ＳＮＳを活用した情報発信　12回
　　イ　県事務費　　　 200千円
　　　　職員の広報啓発活動に係る旅費、需用費等

（３）事業効果
　　　見沼代用水による農業用水の安定供給の継続が食料自給力の確保や多面的機能の持続的な発揮、農村の魅力創出に
　　繋がることへの県民の理解が深まる。
　　　若い世代に見沼代用水を次世代へ引き継いでいく想いを伝える。
　　　【事業実績(アウトプット)】
　　　・コラボイベント開催及び産業祭等参加件数　11件
　　　・ポスター、チラシの配布　2,500部
　　　・SNS等を利用した情報発信　1式
　　　【成果目標(アウトカム)】
　　　・見沼代用水を県民共有の財産として理解を深め、健全な姿で未来の子どもたちへ繋いでいく

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　見沼代用水土地改良区、関係市町村等との連携

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.4人＝3,800千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 9,900

前年額 0 0

― 農林部 124 ―

儲かる農林業の推進

9,900 9,900

農業の担い手育成と生産基盤の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 9,900千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 9,900 9,900

合計 9,900 9,900

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 33 33 イベント、産業祭への参加

需用費 165 165 印刷代

役務費 2 2 電信電話料

委託料 9,700 9,700 広報啓発活動業務委託　9,700千円

合計 9,900 9,900

事業内訳書

見沼代用水開削３００周年記念事業

見沼代用水開削３００周年記念事業

主な内容

主な内容


